
バンドネオン協奏曲は１９７９年ブエノスアイレス銀行による委嘱で、

ラジオ放送用にされた作品で、「アコンカグア」という別名称での録音もあります。

山田の指揮スタイルはかなり個性的であり、晩年になっても変わらなかった。例えば

ベートーヴェンの交響曲第6番「田園」の第一楽章を指揮棒を激しく振るわせて指揮した。

指揮台でジャンプすることでも有名で、若い頃は数十センチほど飛び上がることができた。

ジャンプに失敗して舞台下まで転げ落ち、指揮をしながら這い上がってきたという伝説もある

（NHK交響楽団の名古屋公演で「レオノーレ序曲第3番」を指揮した際の出来事だといい、

自伝「一音百態」で委細を語っている）。「千人の交響曲」初演では、ルパシカのような舞台

衣装を身にまとって指揮をしたりもした。


